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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

分館蔵書の利活用を図るよう各分館の通信環境の整備を図ったことにより、市民の利便性が拡大した。また、美術博物館等関係

機関の所蔵情報を図書館システムへの搭載と、劣化の進ん地元新聞、雑誌等のデジタル化が緊急雇用創出事業で実施しでき

た。

改革改善

の考え方

①問題

点

美術博物館、歴史研究所の書誌情報の活用を進める。

②改革

提案

本年7月公開をめざし準備中である。

総事業費①+② 84,144 75,866 82,988

人件費計（千円）② 7,152 7,152

42,721

正規職員所要時間 2,000 2,000

臨時職員所要時間

一般財源 46,708 53,693 53,606

その他 1,102 850 907

起債

県支出金 29,182 21,323 21,323

国庫支出金

事業費計（千円）① 76,992 75,866 75,836 42,721 (県) 緊急雇用創出事業補助金（10/10） 21,323千

円

(そ）複写料226千円・駐車場負担金600千円・伊賀

良学習交流センター太陽光発電売電料56千円・雑

入等25千円

25年度予算額 特定財源内訳、補足

900

41,821

事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

1施設管理　（1）中央図書館

　　　　　　　　（2）鼎図書館

　　　　　　　　（3）上郷図書館

　　　　　　　　（4）16分館

２施設管理業務委託等の契約

　清掃、庭木剪定、電気保安、エレベータ保守、休日夜間警備などの業務

３施設改修等

４緊急雇用創出事業

　（1）郷土資料保存事業　　地元新聞等のデジタル化及びマイクロ化を行

う。

　（2）関係機関書誌情報活用事業

　　　　　　美博等の書誌情報を図書館システムに登録し、利活用を図る。

1　開館日数　（1）中央図書館

　　　　　　　　　（2）鼎図書館

　　　　　　　　　（3）上郷図書館

　　　　　　　　　（4）16分館

2　委託業務契約数

3　施設改修等 16分館パソコン設

置

4　（1）郷土資料保存事業

       ①デジタル化ページ数

　　　 ②マイクロ化コマ数

　（2）美博・歴研書誌情報登録冊数

1　（1）　　291日

　　（2）　　286日

　　（3）　　285日

　　（4）平均140日

2　　　　　　　　19件

3　　　各１台全16台

4 （1）

　　　①　 35,565頁

　　　②　　5,670ｺﾏ

　（2）　　　35,547冊

　

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

図書館19施設を、適正に維持管理する。

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

223898 223000 220000

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

図書館3館と16分館の利用者数（個人貸出者） 220000

28年度見込み

中央・鼎・上郷と16分館 19

意図（どういう状態

にするか）

市民が快適に利用できるよう施設を管理する。

向上させたい上位施

策の成果指標

学習活動を行っている市民の割合

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を） 市内図書館数

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 28 学習交流活動の推進

基本計画上

の位置づけ

政策 2 地育力によるこころ豊かな人づくり

課等名 図書館 係等名

事業種別 経常 開始 16 終了

事務事業名

会計 一般会計

図書館維持管理事業

28 事業№ 51 6平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 2 施策№


